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◇研修を通して 

 私はもともと海外に行くことや留学には興味はあったものの，なかなか行動することが

できず，3 年生という少し遅い時期に行くことになってしまいました。私がこのプログラム

に参加しようと決めた理由は，このプログラムでは現地の学校を見学することができると

いう点に魅力を感じたからです。平日はほぼ毎日，市内にある学校に訪問することができ，

現場でしか味わうことのできないその場の雰囲気や子どもの様子を観ることができました。

また，ホームステイでアメリカでの生活を楽しみ観光地にも足を運ぶことができる，とて

も充実した内容のプログラムでした。毎日，日本とは違う文化や習慣を自分で見て，経験

することができるので，たくさん刺激を受けて帰ってくることができました。 

楽しいこともたくさんありますが，不安なことももちろんありました。それは，コミュ

ニケーションの道具の一つである言葉です。もちろん現地では英語しか通じませんので，

今までしっかり英語の勉強をしてこなかった私はとても不安でした。私と関わってくれる

人たちはやさしく，英語がうまく話せない私たちにもわかるように丁寧に接してくれたり，

同じ留学生の方に助けてもらったおかげで，大半は英語が理解できずに困ったことはあり

ませんでした。しかし，自分の言いたいことをうまく言えないことが多く，悔しい気持ち

が残ってしまいました。日本にいると，英語を聞いたり話したりという場面はあまりない

ので，英語という言葉の壁はとても大きく感じました。 

 日本にいると当たり前と思うことでも，海外に行くとそれが当たり前ではなくなること

がたくさんあります。今回の経験で，たくさんのことを見て感じることができたおかげで

少し自分の視野が広がった気がします。この経験をきっかけに，自分自身も海外にもっと

目を向けて考えてみたいと感じ，それと同時に将来教師になった際には子どもたちにも海

外への興味や関心を持ってもらえるようにしたいと感じました。 

 

 

◇各種アクティビティについて 

〈学校訪問〉 

研修期間中では，平日の午前中はほぼ毎日ノーマル・ブルーミントン市内にある学校へ

訪問しました。小学校から高校まで多くの授業を参観することができ，アメリカの学校の

よさや特徴を感じ，改めて日本の学校や教育のよさを知ることができる，よい時間であっ

たと感じました。私はアメリカではどの学校においても，生徒が積極的に授業に参加して

いるという印象を受けました。日本ではアクティブラーニングがこれからの教育の重要な

キーワードとしてとても注目されているので，授業で発言しやすい雰囲気をつくることや，

生徒の発言に対する教師の反応が大切であることを改めて感じました。 



また教室には黒板ではなくホワイトボードがあり，タブレットや電子黒板といった電子

機器を用いた授業が行われていました。それだけではなく，学校によっては生徒に一人一

台パソコンが与えられているところもありました。私は，こんなにもＩＣＴが活用されて

いるとは思っていなかったのでとても驚きました。新しいものをどんどん取り入れ，学習

しやすい環境をつくることは教師にとっても生徒にとっても良いことだと思う反面，自分

で実際に手を動かして考えたり，板書１枚で本

時の内容がわかるようにしたり，ノートで見返

すことができる点は日本の授業の方がよいと私

は感じました。もちろん，ＩＣＴを用いた方が

生徒の理解が深まることがあると考えているの

で，上手に取り入れた授業も考えてみたいと感

じました。 

ほかにも休み時間に遊んだり給食を食べるこ

とができたり，校内や教室の様子もかなり日本

と違うので，楽しく学校を回ることができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

〈ＥＬＩ〉 

 午後には英語の授業（ＥＬＩ）がありました。およそ 3 時間の授業では，私たちのグル

ープだけの授業でしたので，気楽に受けることができました。授業はもちろん，オールイ

ングリッシュで行われますが，レベルは私たちに合わせてくれるので特別心配することは

ありませんでした。また，内容はリーディングやライティング，リスニングが主ですが，

たまにゲーム形式の活動やスピーチもあったりするので，スピーキングも楽しくできまし

た。 

 

 

◇ホームステイについて 

 およそ一か月のホームステイでしたが，私をまるで家族かのように接してくれてとても

過ごしやすい家庭でした。私の拙い英語でも理解してくれて，何から何まで本当にお世話

になりました。夜には，料理が得意なホストマザーの手料理がふるまわれ，毎日おいしい

ご飯を食べることができましたし，一緒にマフィンやクッキーなどのお菓子をつくったり

もしました。短い時間しか一緒にいないのに，私のことをよくわかってくれて，私の好き

な料理をたくさん作ってくれました。本当に日本のことが好きな家庭で，最終週には，お

好み焼きや，卵焼き，肉じゃがなどの日本食をふるまい，別のホストファミリーの方と日

小学校の授業風景 

教室内には様々なツールが置い

てあり，リラックスして授業を

受けることができます。 



本食パーティーもしました。暇な時

には，一緒にゲームをして遊んだり

映画を見たりと，一緒に楽しい時間

を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇休日について 

 休日は，観光地を訪問したり，ホストファミリーにショッピングに連れて行ってもらっ

たり映画館や動物園に行ったりしました。 

観光地は，スプリングフィールド，セイントルイスなどです。

また，毎週日曜日には教会へ行きました。私がイメージしていた

ものとは違い，映画館の場所を借りてコンサートのような形で行

われており驚きました。教会では，様々なイベントが催されてい

るらしく，ダンスパーティーに参加してきました。毎週教会に行

ったり集まったりは，日本ではないことなので不思議な感覚でし

た。 

 

 

 

 

◇最後に 

 今回，短期留学をとおしてたくさんのことを見たり聞いたり感じることができました。

ここに書いたのはほんの一部です。留学したいけど迷っているという人がいたら，ぜひ思

い切って行動してみてほしいです。 

ホストファミリーと 

最後の夕食。 

 

Springfield trip 

Lincoln tomb にて。 



イリノイ州立大学への短期留学プログラム 

3503 竹島 夏未 

 私にとってイリノイ州立大学に行った４週間は今までにないくらい充実した

もので忘れることができないかけがえのないものになりました。英語を不自由

なく使えるわけではなかったので仲間と助け合いながらの生活が楽しくって仕

方ありませんでした。 

 このプログラムは、観光もできる・学校見学もできる・英語も学べるという

３つの要素があります。どの要素をとっても、マットという優しい担当の方が

要望に応えようとたくさんお話を聞いてくれるので自分たちがしたいこと、食

べたいものはマットが叶えてくれました。マットは本当に優しいです。 

 ホストファミリーとの生活は毎日楽しい思い出ばかりが増えていきます。疲

れてくると気になることも確かに出てきます。しかし、そんなことなどすぐに

忘れるくらいそれ以上のことをホストファミリーはしてくれます。寂しさも恋

しさも感じるけれどホストファミリーは温かく接してくれるのです。 

私のホストファミリーは自宅で

デイケアと呼ばれる保育園をし

ていました。そして週末になると

教会の託児所でボランティアを

します。ホストマザーの教会は地

域の中で一番大きな教会です。左

の写真は赤ちゃん用の部屋です。

このほかにも年齢に合わせた託

児施設のほかに大きなアスレチ 

ックがあったり、ライブホールがあったり想像してした教会とはかなり違いま

した。友人たちのホストファミリーもそうなのかと聞いてみるとそんなことは

なくただお話を聞くだけの教会もありました。私も礼拝に参加させていただき

ましたがほぼバンドによるコンサートのような雰囲気だったので飽きることも

なくただただ驚いていました。コーヒーが飲み放題だったのでひたすら飲んで

いました。教会は信仰によってかなり違うので友人たちに他の教会について聞

いてみるのも面白いと思います。ホストファミリーとの大切な時間なので、少

なくとも一回は行った方が自分のためにもなるのではないかなと思います。 

 

 



スーパーマーケットとモール

は違います。日本でもそうです

けれどイオンとダイイチと言

ったところです。しかし、その

規模が尋常じゃないです。写真

は野菜コーナーです。オレンジ

一つとっても３種類くらいあ

ります。チョコレート・ナッ

ツ・ヨーグルトどれをとってみ

ても種類が豊富で、棚いっぱい

に並んでいます。選べません。日本では食べられないようなヨーグルトも拓弾

ありますし、オレンジジュース一つとってもどれを選べばいいかわかりません。

行って損なしスーパーマーケット。楽しいです。小さい箱入りのポップコーン

なんかも売っているのでお土産に最適です。美味しいです。 

これは、レッドロビンというハンバーガー屋さんの

バンザイという照り焼きバーガーです。パイナップ

ルが入っています。日本の照り焼きとはやっぱり違

います。しょっぱいです。しかし、肉とバンズがう

まい。本当にうまいです。アメリカのパンはバター

をつけたり、オリーブオイルとチーズをつけたりす

ると我慢できないくらいおいしいです。そして何と

言っても肉です。日本とはまだ違う脂身の少ない噛

み応えのある肉がなんとも言えずうまいのです。 

 

そして仲間たちです。彼らとの４週間

は忘れることができません。毎日笑い

毎日疲れるくらい遊んでいろんな話

をしました。きっと参加した皆さんも

同じ経験、きっとそれ以上のことを経

験できると思います。このプログラム

が終わることなく続くことを願いま

す。 
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                         5129 大園 綾奈 

 私は、今回の研修プログラムを通じて日常では、あまり体験することが出来ないであろう

経験をすることが出来ました。そこで、海外研修の成果を 4 つの観点から報告していこう

と思います。 

▷研修自体について 

 私が体験したこの研修は、英語力の向上やアメリカにおいての教育のシステムを現地の

小学校、中学校、高校、大学などで体験するというものでした。一見、難しく大変そうです

が、そんなことはなくコーディネーターのマットを筆頭に私たち留学生が楽しく１か月を

過ごせるように毎日おいしい料理を食べに行ったり、週末にはイリノイ州各地に旅行をし

たりなどの計画をしてくれました。 

 最も印象に残っている研修内のプログラムは、小学校の見学に行ったことです。アメリカ

の小学生たちは、とても可愛く人懐こいのが印象的でした。また、アメリカの小学校には、

その学校一つひとつにシンボルとして動物をマスコットにする習慣があったのが興味深か

ったです。 

このことに関してオオカミをシンボルとしている小学校の校長先生に「なぜ、オオカミを

シンボルにするのか」を問いました。すると、校長先生は「オオカミは、静かな性質を持つ

とともに、群れで行動するなどしっかりとした社会形成がされている。ゆえに、オオカミを

シンボルとすることで子どもたちにこのような大人へと成長してほしいのだ。」と答えてく

ださいました。 

 さらに、子どもたちに手でオオカミの形(キツネを作るときと同じ手の形)を作り、目の間

に出すと、皆真似をして黙るのです。これは、先に述べたようなオオカミが物静かである特

徴を生かしているのでしょう。私は、この習慣をおもしろいと思ったので、日本の小学校の

このような制度を取り入れてみるのもいいのではと思いました。 

 アメリカの教育で驚いたことは、おやつタイムがあるということです。おやつに多く含ま

れる糖分を摂取することで脳の働きを活性化させようとする取り組みのようです。 

この取り組みのようにおやつを子どもに与えることで、子どもの脳の活性化を促すとと

もに、課題が一区切りつく度にご褒美としてお菓子を渡すことで子どもたちの勉強に対す

るやる気がでてくるのではないでしょうか。 

しかし、日本では授業中に物を食べると先生が怒る習慣があります。もしも、この制度を

取り入れようとしたら、今までの習慣とは真逆の行為なため万人から理解してもらうため

には、まだ時間がかかりそうです。 

 また、このように毎日甘いお菓子を摂取することで子どもの肥満問題が深刻化する可能

性が高くなると予想できます。さらに、現地の母親たちは、甘いものを食べた後、歯を磨い

ていないことで虫歯が出来てしまうのはないかと不安がっていました。 



 このようなことからも、日本の教育にお菓子を取り入れる制度はなかなか実施しにくい

ことだと思いました。 

      

☆大学近く☆ 

 
▷各種アクティビティについて 

 私たちは、毎週土曜日になるとバスでピオリ

アやスプリングフィールドなどに遠出しました。

スプリングフィールドにはリンカーン博物館が

ありました。 

 この博物館にはシアターが２つあり、一方は

映画館のようなもので、もう一方は人が出てき

てプロジェクションマッピングを使用してリン

カーンの歴史を語るものでした。私がイリノイ

州に行って一番印象に残っているほど楽しい博

物館だったので、皆さんにおすすめです。また、野球場を見学したり、シティーミュージア

ムに行ったりとても充実したアクティビティでした。(写真はリンカーン博物館にて) 

 
▷ホームステイ 

 私のホストファミリーはアレックスとマリネリ、甥っ子のオスカーといい皆とても優し

く明るく気さくな人たちでした。そして、何といっても豪華な家に住んでいました。家に入

ってみると、まず目に入るのは大きなテレビとソファーです。このような大きなものが入る

のですからリビングは私が今一人暮らししている部屋よりはるかに大きいです。 

また、地下にも部屋がありここは想像を超えるものでした。地下にはシアタールーム、バ

ー、ジム、ビリヤードができるスペースがあるのです。私は、毎晩ホストファザーと一緒に

そのシアタールームで映画を観ました。とても楽しく、ずっとここにいたいなと感じるほど

居心地のよい場所でした。 

さらに、ホストファミリーのために、オムライス、ラーメン、餃子など日本食を多く作り



ました。餃子を一緒に作ったり、箸の持ち方を教えたりホストファミリーとの楽しい思い出

ばかりが残っています。 

   
☆アレックス＆餃子☆    ☆サシャ(犬)☆      ☆オムライス☆ 

 
▷休日の過ごし方 

 休日は、モールに買い物に行ったりブル

ミントンのショッピング街へバスに乗っ

て行ったりしました。イリノイ州立大学の

学生だったらどのバスに乗っても学生証

を見せると無料で乗車することができま

す。 

また、アメリカのバスで驚いたところは、

降車したいときの合図の機械が日本と違

うことでした。日本はボタンを押して降り

るサインを出しますが、アメリカはボタンではなく車内一周に張ってある電線のようなも

のを引っ張ることでサインを出します。このような面では、日本の技術の方が勝っていると

感じました。(写真はシカゴにて、名物シカゴピザを食べました) 

 
▷最後に 

 この留学を通して、私は言葉が違くとも楽しい気持ちや、幸せな気持ちはしっかりとお互

いに伝わりあっているのだということを知りました。また、私が留学前に知っていた知識や

世界は狭く浅いものだったということに気付きました。先入観や偏見を持つべきではない

こと、世界には様々な人がいて様々な世界観を持っていることを感じることができてうれ

しく感じます。 

 快く留学することを承諾してくれた両親や、本プログラムを企画してくださった北海道

教育大学旭川校の方々とイリノイ州立大学の方々、１か月間ともに過ごした学生の皆さん



とホストファミリーの皆さん、本当にありがとうございました。 

 この経験を将来に活かせるよう頑張っていこうと思います。 




	01
	02
	03
	04
	05
	06

